
会
計
基
準
の
二
〇
〇
八
年
問
題

本
連
載
で
は
、
第
二
回
で
「
棚
卸
資
産

の
評
価
に
関
す
る
会
計
基
準
」
に
つ
い
て

解
説
し
た
。
こ
の
基
準
は
、
二
〇
〇
八
年

四
月
一
日
以
降
に
開
始
す
る
事
業
年
度

（
二
〇
〇
八
年
度
）か
ら
適
用
さ
れ
る
が
、

こ
の
他
、
金
融
商
品
取
引
法
に
基
づ
く
四

半
期
報
告
制
度
、
リ
ー
ス
取
引
に
関
す
る

会
計
基
準
、
連
結
財
務
諸
表
作
成
に
お

け
る
在
外
子
会
社
の
会
計
処
理
の
統
一
、

関
連
当
事
者
の
開
示
強
化
も
同
じ
二
〇

〇
八
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
。
財
務
報

告
に
係
る
内
部
統
制
の
評
価
お
よ
び
監

査
（
い
わ
ゆ
る
日
本
版
S
O
X
法
）
も
二

〇
〇
八
年
度
で
あ
る
か
ら
、上
場
企
業
は
、

新
規
の
会
計
基
準
対
応
と
財
務
報
告
の

信
頼
性
向
上
を
同
時
に
実
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

二
〇
〇
九
年
度
以
降
に

適
用
さ
れ
る
会
計
基
準

二
〇
〇
九
年
以
降
に
適
用
が
確
定
あ

る
い
は
適
用
を
前
提
に
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会（
A
S
B
J
）か
ら
論
点
整
理
や
公

開
草
案
が
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し

て
、
工
事
契
約
、
資
産
除
去
債
務
、
金
融

商
品
の
公
正
価
値
開
示
、
セ
グ
メ
ン
ト
開

示
、
過
年
度
遡
及
修
正
等
が
あ
り
、
二
〇

〇
九
年
度
以
降
も
大
き
な
会
計
基
準
の

変
更
は
続
く
。

こ
の
う
ち
、
工
事
契
約
は
工
事
進
行
基

準
の
適
用
及
び
工
事
損
失
が
見
込
ま
れ

た
期
に
損
失
計
上
、
セ
グ
メ
ン
ト
開
示
は
い

わ
ゆ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る

セ
グ
メ
ン
ト
情
報
の
開
示
、
過
年
度
遡
及

修
正
は
会
計
方
針
の
変
更
に
よ
る
過
年
度

の
財
務
諸
表
の
修
正
を
意
味
す
る
た
め
、

企
業
に
与
え
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。

東
京
合
意

A
S
B
J
と
国
際
会
計
基
準
審
議
会

（
I
A
S
B
）は
、
二
〇
〇
七
年
八
月
八
日

付
で「
会
計
基
準
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
加

速
化
に
向
け
た
取
組
み
へ
の
合
意
」（
東
京

合
意
）を
公
表
し
た
。

東
京
合
意
で
は
、
二
〇
〇
五
年
七
月
に

欧
州
証
券
規
制
当
局
委
員
会（
C
E
S
R
）

が
日
本
基
準
で
作
成
さ
れ
た
財
務
諸
表

に
対
し
て
補
正
措
置
を
要
求
し
て
い
る
二

六
の
項
目
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
八
年
ま
で

に
国
際
財
務
報
告
基
準（
I
F
R
S
s
）と

の
差
異
を
解
消
す
る
か
ま
た
は
会
計
基

準
が
代
替
可
能
と
な
る
よ
う
な
結
論
を

得
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
補
正

措
置
を
要
求
し
て
い
る
項
目
に
は
、
在
外

子
会
社
と
の
会
計
基
準
統
一
、
棚
卸
資
産

の
低
価
法
義
務
付
け
、
持
分
プ
ー
リ
ン
グ

法
の
廃
止
、
工
事
進
行
基
準
等
が
あ
り
、

既
に
A
S
B
J
で
検
討
を
着
手
し
て
い
る
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フォーカス

経
理
・
財
務
”受
難
の
時
代
“は
、

変
革
の
チ
ャ
ン
ス

二
〇
〇
七
年
度（
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
以
降
に
開
始
す
る
事
業
年
度
）以
降
、

経
理
部
門
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
受
身
で
対
応
す
る
か
、
企
業
変
革
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

対
応
し
て
行
く
か
、
経
理
部
門
の
役
割
が
問
わ
れ
る
時
期
に
あ
る
。

最
終
回
は
、
会
計
基
準
の
変
更
を
総
括
す
る
。

川
野
克
典

ベ
リ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
株
式
会
社

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

最
終
回



も
の
も
多
い
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
六
月
三
〇
日
ま
で

の
目
標
と
し
て
、
日
本
基
準
と
I
F
R
S
s

と
の
差
異
の
う
ち
、
二
〇
〇
八
年
ま
で
に

差
異
が
解
消
さ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、

差
異
の
解
消
を
図
る
こ
と
に
合
意
し
て
い

る（
た
だ
し
、
二
〇
一
一
年
六
月
三
〇
日
後

に
適
用
と
な
る
新
た
な
基
準
の
差
異
は
対

象
外
と
な
る
）。
こ
こ
で
二
〇
〇
八
年
ま
で

に
差
異
が
解
消
さ
れ
な
い
も
の
に
は
、
二
〇

〇
六
年
三
月
に
I
A
S
B
と
A
S
B
J
で
調

整
を
合
意
し
、
既
に
対
応
が
完
了
し
て
い

る
あ
る
い
は
検
討
中
の
会
計
基
準
に
加
え

て
、
I
A
S
B
と
米
国
財
務
会
計
基
準
審

議
会（
F
A
S
B
）が
共
同
で
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
M
O
U（M

em
oran

d
u
m

O
f
U
nderstanding

）一
一
項
目
と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
を
含
み
、
企
業
結
合
、
連

結
、
公
正
価
値
測
定
、
負
債
と
株
主
持
分

の
区
分
、
財
務
諸
表
の
表
示
、
退
職
給
付

（
含
年
金
）、
収
益
認
識
、
認
識
の
中
止
、

金
融
商
品
、
無
形
資
産
、
リ
ー
ス
等
も
対

象
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
中
に
は
、
の
れ
ん
の
非
償
却（
減
損
処

理
の
適
用
）、
包
括
利
益（
一
定
期
間
に
お

け
る
資
本
取
引
以
外
の
全
て
の
持
分
の
変

動
）概
念
の
導
入
を
含
ん
で
い
る
。

会
計
基
準
変
更
の
影
響

会
計
基
準
の
変
更
は
、
単
に
財
務
報

告
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
財
務

報
告
と
い
う
結
果
を
生
み
出
す
経
営
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
例
え
ば
、
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
リ
ー
ス
の
オ
ン
バ
ラ
ン

ス
に
よ
り
R
O
A（
総
資
産
利
益
率
）
が

低
下
す
る
企
業
で
は
資
金
調
達
の
方
法

に
影
響
を
与
え
る
し
、
棚
卸
資
産
の
事

実
上
の
低
価
法
の
義
務
化
に
よ
っ
て
棚
卸

資
産
の
一
層
の
管
理
強
化
が
必
要
に
な

る
。
ま
た
、
セ
グ
メ
ン
ト
の
開
示
に
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
適
用
さ
れ
る

と
、
赤
字
の
事
業
を
隠
す
た
め
に
外
部
報

告
用
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
設
定
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
く
な
る
た
め
、
事
業
の
見
直

し
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
会
計
基
準
の
変
更
は
経

理
部
門
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
経
営

を
行
う
上
で
の
ル
ー
ル
の
変
更
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
経
営
者
が
会
計
基
準
の
変

更
の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
、
来
る
べ
き

適
用
年
度
に
向
け
て
事
前
の
準
備
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
適
用
年
度
に
お

い
て
、
経
理
部
門
が
会
計
処
理
と
し
て
対

応
す
る
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
だ
。
経

理
部
門
は
、
こ
れ
か
ら
変
更
さ
れ
る
会
計

基
準
の
変
更
を
正
し
く
理
解
し
、
経
営

者
に
正
し
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
経
理

部
門
が
率
先
し
て
新
会
計
基
準
に
適
合

し
た
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
、

そ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
べ
く
経
営

戦
略
と
し
て
そ
の
準
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
経
理
部
門
の
姿

ベ
リ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

経
理
部
門
の
姿
と
し
て
、「
戦
略
経
理
」
を

提
唱
し
て
き
た
。
戦
略
経
理
の
概
念
は
、

「
集
計
屋
」
と
し
て
の
経
理
を
脱
却
し
、

「
経
営
者
の
参
謀
」
と
な
る
こ
と
を
提
唱

し
た
も
の
で
、
多
く
の
経
営
者
、
経
理
責

任
者
か
ら
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
一
九
九
九
年
に
提
唱
し
、
二
〇

〇
三
年
に
一
部
を
見
直
し
た「
戦
略
経
理
」

の
概
念
も
抜
本
的
に
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

誌
面
の
関
係
で
、
詳
細
の
説
明
は
省
く

が
、
新
し
い「
戦
略
経
理
」は
以
下
の
要
件

を
満
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

①
内
外
に
対
し
て
、
会
計
基
準
に
準
拠
し

た
信
頼
の
あ
る
財
務
報
告
を
迅
速
に

行
う
こ
と
。

②
会
計
基
準
に
準
拠
し
た
経
営
管
理
制

度
を
構
築
し
、
企
業
価
値
向
上
に
結
び

つ
く
企
業
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
。

③
将
来
予
測
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

事
業
上
の
リ
ス
ク（
事
業
遂
行
上
の
脅

威
）を
早
期
に
把
握
し
て
、
実
現
可
能

性
の
高
い
戦
略
を
策
定
し
、
事
業
構
造

の
変
革
を
推
し
進
め
る
こ
と
。

④
新
規
事
業
の
育
成
、
不
採
算
事
業
の
立

て
直
し
を
推
進
す
る
こ
と
。

⑤
資
源
配
分
の
選
択
と
集
中
、
財
務
構
造

の
変
革
を
図
り
、
健
全
な
財
務
体
質
を

維
持
、
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

最
後
に

四
回
の
連
載
に
よ
っ
て
、
経
理
部
門
が

変
わ
っ
て
い
く
必
要
性
を
強
調
し
て
き
た
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
企
業
を
訪
問
す
る

と
、
経
理
部
門
の
方
は「
忙
し
い
、
忙
し
い
」

と
い
う
が
、
し
ば
ら
く
は
一
息
つ
く
暇
も

な
い
ほ
ど
忙
し
さ
は
続
く
だ
ろ
う
。
な
ら

ば
、
抜
本
的
に
経
理
・
財
務
部
門
の
変
革

を
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
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